
度
会
家
行
と
『
易
』

下

川
　
玲
　
子

序

　
初
期
伊
勢
神
道
を
大
成
し
た
度
会
行
忠
は
、
仏
教
を
取
り
入
れ
る
と
い

う
当
時
の
一
般
的
な
方
法
に
依
ら
ず
に
、
道
家
思
想
を
多
く
受
容
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
ら
の
神
道
説
を
理
論
的
に
強
化
し
た
ω
。
こ
の
行
忠
の
仕

事
を
引
き
継
ぎ
伊
勢
神
道
を
発
展
に
導
い
た
の
は
度
会
家
行
で
あ
る
が
、

彼
は
道
家
思
想
に
加
え
て
、
　
『
易
』
や
そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
書

物
－
例
え
ば
周
癖
渓
の
『
太
極
図
』
や
『
太
極
図
説
』
i
を
頻
繁
に
引

用
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
家
行
の
『
易
』
受
容
の
あ
り
方
を
考
察

し
て
、
家
行
に
お
い
て
道
家
と
『
易
』
の
思
想
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
『
易
』
が
彼
の
思
想
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
し
ば
し
ば
家
行
の
『
易
』
理
解
は
、
雑
多
な
知
識
に
す
ぎ
ず
、
宋
学
に

お
け
る
『
易
』
の
哲
学
的
解
釈
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
評

価
が
な
さ
れ
る
⑫
。
例
え
ば
、
和
島
芳
男
は
、
い
く
っ
も
の
理
由
を
挙
げ

て
、
家
行
の
『
易
』
理
解
を
低
水
準
の
も
の
と
評
価
す
る
僧
。
和
島
に
よ

れ
ば
、
家
行
は
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
巻
一
、
天
地
開
開
篇
」
に
お
い

て
、
　
「
周
子
通
書
日
」
と
い
う
誤
っ
た
見
出
し
の
も
と
に
周
癖
渓
の
『
太

極
図
説
』
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
　
『
太
極
図
説
』
の
う
ち
、
陰
陽
二
気

の
交
感
を
説
い
た
前
半
部
の
み
を
家
行
は
引
用
し
、
中
正
仁
義
の
道
を
教

え
た
後
半
部
を
引
い
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
家
行
が
引
用
す
る
周
子
の

『
易
』
理
解
は
、
程
子
や
朱
子
に
較
べ
て
浅
薄
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

家
行
は
、
陰
陽
二
気
の
対
立
消
長
に
よ
っ
て
万
物
が
生
々
す
る
こ
と
を
天

地
の
道
と
説
く
繋
辞
伝
の
み
を
引
用
し
、
易
を
天
道
と
地
道
と
人
道
が
貫

通
す
る
道
と
見
な
し
て
、
こ
の
道
を
根
拠
と
す
る
窮
理
尽
性
を
も
っ
て
性

命
の
理
に
従
お
う
と
論
じ
る
説
卦
・
序
卦
・
雑
卦
伝
を
顧
み
て
い
な
い
⑭
。

最
後
に
、
彼
の
引
用
の
多
く
は
、
直
接
『
易
』
か
ら
で
は
な
く
『
新
瑞
分

門
纂
図
博
聞
録
』
と
い
う
類
書
か
ら
の
孫
引
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
論

評
す
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
家
行
の
『
易
』
理
解
は
、
宋
学
に
お
け
る
『
易
』
の
哲
学
的

理
解
と
は
異
な
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
一
も
っ
と
も
、
　
『
易
』
の
重
視
と

い
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
宋
学
的
で
あ
る
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
）
。
し

か
し
、
た
と
え
宋
学
的
に
『
易
』
を
理
解
し
て
い
な
く
と
も
、
家
行
は
彼
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な
り
の
必
要
に
応
じ
て
『
易
』
を
受
容
し
、
整
合
性
を
保
持
し
つ
つ
彼
の

思
想
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
に
詳
し
く
述
べ
る

が
、
家
行
が
、
三
種
類
の
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
『
易
』

の
解
釈
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
　
『
易
』
へ
の
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ

る
。
そ
れ
を
宋
学
的
『
易
』
理
解
に
は
及
ば
な
い
と
断
定
し
、
そ
れ
以
上

の
考
察
を
と
ど
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
家
行
の
『
易
』
受
容
の
実
態
の
正

確
な
把
握
に
は
不
十
分
な
態
度
と
思
わ
れ
る
。

　
以
下
、
次
の
順
序
で
議
論
を
進
め
た
い
。
第
一
節
で
は
、
家
行
が
『
類

聚
神
祇
本
源
』
　
「
天
地
開
關
篇
」
に
道
家
思
想
の
文
献
を
多
数
引
い
て
い

る
点
に
着
目
し
、
そ
の
引
用
文
に
あ
ら
わ
れ
た
「
神
」
．
と
「
道
」
の
概
念

を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
節
で
は
、
　
「
天
地
開
閥
篇
」
に
見
ら
れ
る
『
易
』
関
連
の
文
献
か

ら
の
引
用
を
検
討
し
、
そ
こ
に
現
わ
れ
た
「
神
」
の
概
念
を
考
察
す
る
。

　
第
三
節
で
は
、
　
「
神
」
の
概
念
を
周
子
の
『
太
極
図
』
と
照
合
し
、

『
太
極
図
』
の
「
無
極
」
と
、
　
『
易
』
の
「
神
」
と
い
う
両
者
の
関
係
を

考
察
す
る
。
そ
し
て
家
行
が
、
　
『
易
』
と
道
家
の
思
想
の
関
連
を
ど
の
よ

う
に
捉
ら
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
家
行
に
お
け
る
倫
理
思
想
の
展

開
と
『
易
』
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
　
『
易
』
の
受
容
が
、
家

行
の
日
本
神
話
解
釈
に
及
ほ
し
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

家
行
と
道
家
恩
想

　
度
会
家
行
は
、
　
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
天
地
開
闘
篇
」
に
、
　
「
老
子
道

経
日
」
　
「
老
子
徳
経
日
」
　
「
老
子
述
義
日
」
　
「
荘
子
日
」
と
い
う
形
で
道

家
の
文
献
を
引
用
し
て
い
る
。
彼
が
引
く
『
老
子
』
　
『
荘
子
』
の
文
章
に

は
、
　
「
神
」
と
い
う
語
が
五
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
検
討
し

て
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
「
神
」
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

A
　
又
日
、
昔
之
得
レ
一
者
ラ
、
　
（
昔
往
也
。
一
ハ
元
氣
色
遺
之
子
ハ
シ
メ

　
　
也
。
一
天
得
レ
一
以
清
シ
。
　
○
言
天
得
レ
一
。
能
垂
レ
象
清
明
也
。
）

　
　
地
得
レ
一
以
寧
ヤ
ζ
。
　
○
言
地
得
レ
一
。
故
能
安
静
不
二
動
揺
一

　
　
也
。
）
神
得
レ
一
以
霊
ナ
リ
。
　
（
言
神
得
レ
一
。
故
能
愛
化
無
レ
形

　
　
也
。
一
〇

「
一
」
と
は
、
　
「
元
気
」
の
こ
と
で
あ
り
「
道
の
子
（
は
じ
め
）
」
を
言

う
。
家
行
は
、
こ
の
文
章
の
前
に
、
　
「
老
子
徳
経
日
。
道
生
レ
一
ヲ
。
一
生

二
。
二
生
レ
三
ヲ
。
三
生
二
萬
物
一
。
⑮
」
と
引
い
て
い
る
の
で
、

「
一
」
は
、
　
「
遣
」
が
生
成
の
過
程
に
お
い
て
最
初
に
生
ん
だ
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
る
。
　
「
天
」
は
「
一
」
　
（
二
兀
気
）
を
得
て
「
清
」
と
な

り
、
　
「
地
」
は
「
寧
」
と
な
り
、
　
「
神
」
は
「
霊
」
と
な
る
。
こ
こ
で

「
神
」
は
、
　
「
天
」
や
「
地
」
と
同
列
に
考
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、
ま

た
、
　
「
道
」
か
ら
生
じ
た
「
一
」
を
得
て
「
霊
」
　
（
霊
妙
）
に
な
る
も
の

で
あ
る
。
　
「
神
」
は
、
　
「
道
」
や
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
「
一
」
を
受
け
る

側
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
道
」
や
「
一
」
と
は
異
な
る
概
念
で
あ

ろ
う
。

B
　
老
子
述
義
日
。
神
ハ
者
生
ノ
之
本
ナ
リ
也
。
形
ハ
者
生
ノ
之
具
ナ
リ
也
。

　
　
又
日
。
夫
レ
原
レ
ハ
ニ
我
性
命
ヲ
一
受
二
化
ヲ
於
心
二
一
。
心
受
二
之
ヲ
意

　
　
二
一
、
々
受
二
之
於
精
二
一
、
々
受
二
之
於
神
二
一
。
形
磯
消
而
神
不

　
　
レ
投
レ
。
性
命
既
ツ
ク
ル
圭
而
神
不
－
終
。
形
磯
易
ヵ
ハ
レ
ト
モ
而
神
不
レ

　
　
愛
。
性
命
化
而
神
常
二
然
リ
。
σ
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「
神
」
は
、
　
「
生
の
本
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
形
体
」
　
「
性
命
」
あ

る
も
の
は
尽
き
た
り
変
化
し
て
ゆ
く
け
れ
ど
も
、
　
「
神
」
は
そ
れ
ら
に
対

し
て
「
変
ら
ず
」
　
「
駿
れ
ず
」
　
「
終
わ
ら
ず
」
　
「
常
に
し
か
る
」
も
の
で

あ
る
。
形
や
命
あ
る
も
の
が
移
ろ
い
変
化
す
る
の
に
対
し
て
、
　
「
神
」
は

不
変
で
、
変
化
の
根
本
に
あ
る
。

C
　
老
子
道
経
日
。
天
下
神
器
不
』
可
レ
為
。
　
（
器
物
也
。
人
乃
天
下
神
物

　
　
也
。
神
物
好
二
安
静
一
。
不
L
可
下
以
二
有
為
一
治
上
也
。
一
個

こ
の
文
章
は
、
　
「
天
下
は
不
思
議
な
も
の
で
、
こ
れ
に
人
為
を
加
え
て
治

め
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
神
」

は
、
人
知
で
計
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
思
議
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

D
　
又
日
（
荘
子
日
）
。
純
素
之
道
ハ
唯
神
是
守
マ
ホ
ル
。
々
テ
而
勿
ト
キ
ニ
ハ
レ

　
　
失
、
コ
ト
與
ト
レ
神
為
レ
一
。
　
一
常
以
。
純
素
一
守
二
至
寂
一
而
不
レ
蕩
二
於

　
　
外
一
則
冥
ム
矢
。
）
一
之
精
ハ
通
シ
テ
合
二
子
天
倫
二
一
。
　
（
精
者
物
之
眞

　
　
者
也
。
）
野
語
有
リ
レ
之
日
ク
。
衆
人
ハ
重
レ
利
。
廉
士
ハ
重
レ
名
ヲ
。
賢

　
　
士
ハ
尚
レ
志
。
聖
人
貴
レ
精
。
故
二
素
也
ト
ハ
者
。
謂
二
其
無
ヲ
ー
所
二

　
　
與
二
雑
一
也
。
純
ト
ハ
也
者
。
謂
二
其
不
ヲ
ー
顧
二
其
神
ヲ
一
也
。
能
髄
ス

　
　
ル
ニ
純
素
二
一
。
謂
二
之
ヲ
眞
人
ノ
。
胆

『
荘
子
』
原
文
の
前
後
の
文
脈
か
ら
、
　
「
神
」
は
、
　
「
す
べ
て
を
極
め
た

精
神
」
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

E
　
又
日
一
荘
子
日
）
。
古
イ
ニ
シ
ヘ
ノ
之
人
ハ
在
テ
ニ
混
荷
之
中
二
一
。
與
よ

　
　
ニ
シ
テ
ニ
壼
世
ノ
而
二
潜
漢
ヲ
一
。
為
當
一
f
二
是
ノ
時
二
一
也
。
陰
陽
和
静
シ
テ

　
　
鬼
神
不
レ
擾
ミ
タ
レ
。
四
時
得
．
f
レ
節
ラ
萬
物
不
レ
傷
レ
。
群
生
不
レ
夫
セ
。

　
　
人
錐
レ
有
ト
レ
知
無
レ
所
』
用
レ
之
。
　
（
任
二
其
自
然
一
而
已
。
）
此
レ
ヲ

　
　
之
謂
ワ
ニ
杢
一
ト
一
。
㈹

こ
の
文
章
の
「
鬼
神
」
は
、
　
「
人
に
た
た
る
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
「
神
」
は
変
化
の
根
底
に
あ
り
、
人
知

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
不
思
議
な
も
の
で
あ
り
、
不
可
思
議
な
威
力
を

発
揮
し
て
人
に
脅
威
と
も
な
り
、
そ
れ
が
人
間
に
内
在
す
る
と
、
　
「
す
べ

て
を
極
め
た
精
神
」
と
な
る
。

　
し
か
し
「
神
」
は
、
　
「
道
」
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

家
行
は
、
道
家
思
想
の
「
道
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
　
「
天
地
開
閥
篇
」
に
は
、
　
『
老
子
』
の
次
の
文
章
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。

　
　
有
レ
一
7
物
混
成
ス
。
先
．
7
二
天
地
一
生
ナ
レ
リ
。
　
（
謂
下
道
無
レ
形
澤
沌
而
成

　
　
二
萬
物
一
。
乃
在
中
天
地
之
前
上
。
）
寂
骨
タ
リ
蓼
分
濁
立
テ
而
不
レ

　
　
改
。
　
（
寂
者
無
二
音
聲
一
。
蓼
者
空
無
レ
形
。
燭
立
者
無
二
匹
隻
一
。

　
　
不
レ
改
者
化
有
レ
常
也
。
）
周
メ
ク
リ
行
メ
而
不
レ
殆
ア
ヤ
ウ
。
　
（
遣
通
一

　
　
行
天
地
一
。
無
レ
所
レ
不
レ
入
。
在
レ
陽
不
レ
焦
。
詫
レ
陰
不
レ
腐
。
無
レ

　
　
不
二
貫
穿
一
、
不
レ
危
不
レ
殆
。
）
可
三
以
為
二
天
下
ノ
母
一
。
　
（
道
育

　
　
一
養
萬
物
精
気
一
如
二
母
之
養
一
レ
子
也
。
一
吾
不
レ
知
二
其
名
一
。
字

　
　
ナ
ツ
ヶ
レ
之
日
レ
道
。
　
一
我
不
レ
見
二
道
之
形
容
一
。
不
レ
知
當
何
以
名
レ

　
　
之
。
見
二
萬
物
一
皆
従
二
道
之
所
一
レ
生
。
故
字
レ
之
日
レ
道
也
。
）
強

　
　
．
〒
為
ナ
シ
．
〒
二
之
ヵ
名
一
日
レ
大
ト
。
（
不
レ
知
二
其
名
一
。
強
日
レ
大
。
大
者

　
　
高
而
無
レ
上
濯
而
外
レ
無
二
芭
容
ヵ
ネ
ィ
レ
ス
ト
一
。
故
日
レ
大
。
ω

「
道
」
は
、
天
地
に
先
立
っ
て
存
在
し
た
澤
沌
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
声
も
な
く
姿
も
な
い
が
、
他
の
何
物
に
も
頼
る
こ
と
な
く
存
在
し
、

不
変
で
あ
り
万
物
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
渡
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
下
の
母
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と
し
て
万
物
を
生
み
出
す
。
こ
の
よ
う
に
「
道
」
は
、
物
を
貫
く
目
に
見

え
な
い
道
理
で
あ
り
、
ま
た
、
万
物
を
生
み
出
す
母
体
で
あ
る
。

　
「
道
」
と
「
神
」
と
両
者
の
関
連
を
考
え
て
み
よ
う
。
先
に
、
　
「
神
」

は
、
　
「
道
」
や
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
二
」
を
受
入
れ
る
側
に
立
つ
も
の

で
あ
り
、
　
「
道
」
と
は
異
な
る
概
念
と
し
た
。
し
か
し
、
家
行
が
引
用
し

て
い
る
道
家
思
想
の
文
献
に
お
い
て
、
こ
れ
以
上
の
検
証
は
難
し
い
の

で
、
度
会
行
忠
が
門
大
元
神
一
秘
書
』
に
引
く
次
の
文
章
を
考
察
し
て
み

る
。　
　
道
経
日
。
虚
ハ
者
道
也
。
神
者
道
化
之
：
凧
。
乃
無
ノ
中
之
有
ウ
也
。

　
　
亦
日
。
道
散
メ
為
二
神
明
一
ト
。
流
一
為
二
日
月
一
ト
。
分
レ
子
為
ル
ニ
五
行
ト

　
　
一
也
。
　
一
国
常
立
尊
の
条
）
o

こ
こ
で
は
、
　
「
神
」
は
、
　
「
道
」
か
ら
生
ま
れ
る
「
一
気
」
で
あ
り
、

「
無
」
で
あ
る
「
道
」
か
ら
生
じ
た
「
有
」
と
さ
れ
て
い
る
㈹
。
　
「
神
」

は
、
　
「
道
」
か
ら
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ω
。

　
家
行
が
道
家
思
想
か
ら
受
容
し
た
「
神
」
と
「
道
」
の
概
念
、
そ
し
て

両
者
の
関
連
は
、
こ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
　
「
道
」
1
－
「
無
」

は
万
物
を
貫
く
目
に
見
え
な
い
道
理
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
を
生
み
出

す
。
そ
し
て
「
神
」
1
1
「
有
」
も
、
　
「
道
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。

「
神
」
は
、
こ
の
「
道
」
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
の
根
底

に
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

二
　
『
易
』

に
お
け
る
「
神
」
の
概
念

家
行
は
、
次
の
三
種
類
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、

『
易
』
や
『
太
極
図
』
な

ど
を
引
用
し
て
い
る
。
第
一
に
、
周
子
の
『
太
極
図
』
お
よ
び
『
太
極
図

説
』
は
、
　
『
新
瑞
分
門
纂
図
博
聞
録
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
　
「
河
図

洛
書
」
も
ま
た
、
同
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
　
「
河
図
洛
書
」
は
、
朱
子

が
『
周
易
本
義
』
の
冒
頭
に
掲
載
し
て
重
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
宋
学
的
易
解
釈
の
文
献
は
、
主
に
『
新
瑞
分
門
纂
図
博
聞
録
』
に

拠
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
家
行
は
、
　
『
易
』
の
「
繋
辞
伝
」
に
つ
い
て
「
韓
日
・
謝
日
・

王
日
」
と
い
う
三
種
類
の
注
を
施
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
い
る
。
　
「
韓

日
」
と
あ
る
の
は
、
十
三
経
注
疏
の
『
周
易
』
　
「
繋
辞
伝
」
に
つ
け
ら
れ

た
韓
康
伯
の
注
で
あ
る
。
大
隅
和
雄
は
、
　
「
謝
注
」
を
、
　
「
晋
の
謝
万

等
」
あ
る
い
は
「
劉
宋
の
謝
霊
運
」
の
注
と
推
測
し
、
　
「
王
注
」
に
つ
い

て
、
　
「
魏
の
人
王
粛
か
。
本
邦
残
存
典
籍
に
よ
る
輯
侠
資
料
集
成
（
京
大

人
文
研
一
に
見
え
る
王
氏
注
の
逸
文
か
。
王
弼
の
周
易
の
注
に
は
繋
辞
伝

は
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
㈹
。
家
行
は
、
こ
の
よ
う
な
「
韓
・
王
・
謝
」

の
三
注
を
併
記
し
た
『
易
』
の
テ
キ
ス
ト
（
現
在
で
は
散
侠
し
て
伝
わ
ら

な
い
）
を
用
い
て
い
る
。

　
第
三
に
、
　
「
正
義
日
」
と
し
て
、
孔
穎
達
撰
の
『
周
易
正
義
』
を
引
用

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
行
は
、
少
な
く
と
も
三
種
類
の
『
易
』
の
テ

キ
ス
ト
を
参
照
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
家
行
が
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
天
地
開
關
篇
」
に
引
用
し

た
『
易
』
関
連
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
「
神
」
の
概
念
を
整
理
し
よ
う
。

①
・
「
太
極
」
は
、
す
な
わ
ち
「
神
」
で
あ
る
。

　
「
繋
辞
上
伝
」
の
次
の
文
章
と
、
そ
れ
に
付
け
ら
れ
た
「
韓
・
謝
・

王
」
の
三
つ
の
注
を
見
て
み
よ
う
。
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周
易
日
。
闇
ト
ツ
ル
レ
戸
ト
ヲ
謂
二
之
坤
ト
一
。
關
ヒ
ラ
ク
レ
戸
ヲ
謂
二
之
乾
ト

　
　
一
。
ヒ
壼
ハ
闘
よ
壼
ハ
闘
ク
謂
二
之
愛
ト
一
。
往
来
シ
テ
不
ル
レ
窮
謂
二
之
ヲ
道

　
　
一
。
見
ア
ヲ
ハ
ナ
ル
ヲ
乃
謂
二
之
ヲ
象
ト
一
。
形
ヵ
タ
チ
ァ
ル
ラ
乃
謂
二
之
器
ト
一
。

　
　
制
シ
一
、
而
用
ル
ニ
ハ
し
之
ヲ
謂
二
之
ヲ
法
ノ
。

　
　
利
。
タ
リ
用
二
二
出
入
二
一
。
民
威
二
用
レ
之
ヲ
謂
二
之
神
一
。
　
（
王
日
。
物

　
　
莫
L
不
L
由
。
無
二
以
通
一
。
神
也
者
萬
物
之
所
L
由
。
故
日
。
利
用

　
　
出
入
民
成
用
也
。
謝
日
。
闇
闘
相
推
。
故
乾
坤
之
化
行
焉
。
往
来
無

　
　
』
窮
。
故
神
道
之
功
通
焉
。
能
為
二
群
生
之
戸
禰
一
。
則
出
入
皆
利
L

　
　
民
也
。
）

　
　
是
ノ
故
二
易
二
有
二
太
極
一
。
　
（
王
日
。
太
極
即
神
也
。
）
是
レ
生
ス
ニ
爾

　
　
儀
ヲ
一
。
　
（
王
日
。
雨
儀
天
地
也
。
韓
日
。
夫
有
必
始
t
無
。
故
太
極

　
　
生
二
雨
儀
一
也
。
太
極
者
無
構
之
穐
。
不
レ
可
レ
得
し
名
。
取
二
其
之
一

　
　
有
レ
所
レ
極
。
況
二
之
太
極
二
。
）

「
王
日
。
大
極
即
神
也
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
　
「
太
極
」
は

「
神
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

②
「
神
」
は
、
「
無
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
「
韓
日
。
夫
有
必
始
レ
無
。
故
太
極
生
二
雨
儀
一
也
。
太
極
者
無
稻
之

梧
。
不
レ
可
レ
得
－
名
。
取
二
其
之
一
有
レ
所
レ
極
。
況
二
之
太
極
一
。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
　
「
太
極
」
と
は
「
無
稻
之
穐
」
す
な
わ
ち
名
前
が
無
い
も
の

の
名
称
で
あ
り
、
ま
た
、
　
「
太
極
」
か
ら
「
両
儀
」
が
生
じ
る
こ
と
は

「
無
」
か
ら
「
有
」
が
始
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
「
太
極
」
は
「
神
」

な
の
で
、
　
「
神
」
は
「
無
」
と
関
連
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
家
行
は
、
次
の
『
易
』
　
「
繋
辞
上
伝
」
の
文
章
と
、
そ
れ
に
つ

け
ら
れ
た
『
周
易
正
義
』
の
注
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
上
繋
辞
日
。
神
無
レ
方
。
而
易
ハ
無
レ
鰐
。
一
陰
ニ
モ
一
陽
ニ
モ
之
ラ
謂
レ

　
　
道
。
継
タ
ル
レ
之
ヲ
者
善
ナ
リ
也
。
成
レ
之
ヲ
者
性
ナ
リ
也
。
仁
者
ハ
見
テ
レ
之

　
　
ヲ
謂
二
之
仁
ノ
。
智
者
ハ
見
テ
レ
之
ラ
謂
二
之
智
ト
一
。
百
姓
日
ヒ
．
二
用
レ
ト

　
　
モ
而
不
レ
知
也
。
故
君
子
ノ
之
道
鮮
ス
ク
ナ
シ
ム
矢
。
　
一
中
略
）

　
　
正
義
日
。
云
二
必
有
ノ
之
用
極
テ
而
無
ノ
之
功
顕
一
者
。
猶
下
若
二
風
雨

　
　
一
。
是
レ
有
ノ
之
所
用
ナ
レ
ト
モ
當
二
用
之
時
二
一
以
テ
無
為
ナ
リ
。
以
テ
風
雨

　
　
既
二
極
テ
之
後
チ
萬
物
頼
テ
ニ
此
ノ
風
雨
二
一
而
得
中
生
育
ス
ル
コ
ト
ヲ
上
。
是

　
　
生
育
ノ
之
功
由
テ
ニ
風
雨
ノ
塩
心
一
而
成
ナ
レ
リ
。
是
有
ノ
之
用
極
テ
而
無
之

　
　
功
顯
ル
．
ナ
リ
。
是
レ
神
ノ
之
襲
作
動
用
ニ
テ
。
以
一
干
生
ス
ル
ニ
ニ
萬
物
ラ
一
其
功

　
　
成
就
コ
ト
乃
チ
在
二
於
無
形
一
。
腰
』
機
愛
化
。
雛
レ
有
二
功
用
一
。
本
モ
ト

　
　
ツ
ク
ル
ニ
ニ
其
ノ
用
ノ
之
所
以
一
。
亦
在
二
於
無
也
一
。

「
神
」
は
、
　
「
発
作
動
用
」
し
て
「
万
物
」
を
生
む
（
風
雨
が
万
物
を
育

て
る
よ
う
に
）
。
こ
の
よ
う
に
「
万
物
」
を
生
成
す
る
「
神
」
の
働
き

（
有
の
功
用
）
は
、
　
「
無
」
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
一
例
え
て
言
え

ば
万
物
の
生
育
は
、
風
雨
の
無
心
に
よ
る
）
。

③
「
神
」
は
、
「
両
儀
」
そ
し
て
「
万
物
」
を
生
む
。

　
「
是
レ
生
ス
ニ
爾
儀
ヲ
一
。
　
一
王
日
。
爾
儀
天
地
也
。
韓
日
。
夫
有
必
始
レ

無
。
故
太
極
生
二
爾
儀
一
也
。
太
極
者
無
梧
之
稻
。
不
レ
可
レ
得
。
名
。
取
二

其
之
一
有
レ
所
レ
極
。
況
二
之
太
極
一
。
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
太
極
」
は
「
両
儀
」
を
生
む
。
　
「
太
極
」
は
す
な
わ
ち
「
神
」
な
の
で

あ
る
か
ら
、
　
「
神
」
が
「
両
儀
」
　
一
天
地
）
を
生
む
と
も
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
②
で
引
い
た
『
周
易
正
義
』
の
文
章
に
、
「
是
レ
神
ノ
之
襲
作

動
用
ニ
テ
。
以
テ
生
ス
ル
ニ
ニ
萬
物
ヲ
一
其
功
成
就
コ
ト
乃
チ
在
二
於
無
形
一
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
　
「
万
物
」
を
生
み
出
す
の
は
、
　
「
神
」
の
「
発
動
作
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用
」
で
あ
る
。

④
「
神
」
は
、
万
物
の
田
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
利
L
タ
リ
用
二
二
出
入
二
一
。
民
成
二
用
L
之
ヲ
謂
二
之
神
一
。
　
（
王
日
。
物

　
　
莫
－
不
－
由
。
無
二
以
通
一
。
神
也
者
萬
物
之
所
レ
由
。
故
日
。
利
用

　
　
出
入
民
成
用
也
。
謝
日
。
闇
開
相
推
。
故
乾
坤
之
化
行
焉
。
往
来
無

　
　
』
窮
。
故
神
道
之
功
通
焉
。
能
為
二
群
生
之
戸
胴
一
。
則
出
入
皆
利
レ

　
　
民
也
。
一

「
神
」
は
万
物
の
「
由
」
、
す
な
わ
ち
原
因
で
あ
る
。

⑥
「
神
」
は
、
変
化
を
つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
る
。

　
家
行
は
、
次
の
「
繋
辞
上
伝
」
と
そ
れ
へ
の
「
韓
・
謝
・
王
」
の
三
注

を
引
用
す
る
。

　
　
亦
日
。
子
日
。
知
ハ
ニ
愛
化
之
適
ヲ
一
者
。
其
レ
知
レ
ル
ニ
神
之
所
；
為
ナ

　
　
ス
乎
。
注
日
。
王
日
。
能
壷
ス
ニ
愛
化
一
者
髄
レ
神
二
者
也
。
故
知
ハ
ニ

　
　
愛
化
一
則
知
二
神
之
所
為
ヲ
一
也
。
謝
日
。
言
唯
鶴
レ
神
者
。
能
知
二

　
　
愛
化
之
道
ヲ
一
也
。
韓
日
。
夫
愛
化
之
道
ハ
不
為
ニ
シ
テ
而
自
然
ナ
リ
。
故

　
　
知
レ
ル
ニ
愛
化
ヲ
一
者
。
則
知
二
神
之
所
ヲ
；
為
也
。

「
変
化
」
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
　
「
神
」
の
な
す
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
　
「
神
」
は
、
変
化
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
家
行
が
受
容
し
た
『
易
』
に
お
け
る
「
神
」
の
概

念
は
、
五
つ
の
テ
ー
ゼ
に
要
約
で
き
る
。

①
「
太
極
」
は
す
な
わ
ち
「
神
」
で
あ
る
。

②
「
神
」
は
「
無
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

③
「
神
」
は
「
両
儀
」
を
生
む
。

④
「
神
」
は
、
万
物
の
由
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑤
「
神
」
は
、
変
化
を
つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
る
。

三
　
家
行
と

『
易
』

　
家
行
は
、
周
溝
渓
の
『
太
極
図
』
と
『
太
極
図
説
』
を
、
　
『
類
聚
神
祇

本
源
』
　
「
天
地
開
闘
篇
」
に
引
用
し
て
い
る
。
周
子
は
、
　
『
易
』
に
基
づ

い
て
『
太
極
図
』
を
作
り
、
宋
学
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。
　
『
太
極
図
』

は
、
　
『
易
』
の
天
地
生
成
論
を
視
覚
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
を
ま

と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
無
極
一
太
極
↓
陰
陽
↓
五
行
↓
男
女
↓
万
物

『
太
極
図
説
』
は
、
こ
の
『
太
極
図
』
を
言
葉
で
説
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
太
極
」
　
（
無
極
に
し
て
太
極
一
が
動
い
て
「
陰
陽
」

が
生
じ
、
　
「
陰
」
と
「
陽
」
を
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
両
儀
」
　
（
天

地
一
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
「
五
行
」
　
（
水
火
木
金
土
一
が
生
じ
、
　
「
陰

陽
」
と
「
五
行
」
が
妙
合
し
凝
縮
し
た
時
、
　
「
男
女
」
が
生
れ
、
　
「
男

女
」
か
ら
「
万
物
」
が
生
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
生
成
変
化
が
永
遠
に

続
く
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
先
に
ま
と
め
た
『
易
』
の
「
神
」
の
概
念
の
①
－
⑤
を
、
　
『
太
極
図
』

に
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。
①
よ
り
「
神
」
は
「
太
極
」
に
相
当
す
る
。
こ

れ
が
分
か
る
と
、
　
「
神
」
　
（
H
太
極
）
が
「
無
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
い

う
②
は
、
　
『
太
極
図
』
の
「
無
極
而
太
極
」
を
言
い
表
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
③
は
、
　
『
太
極
図
』
の
「
太
極
」
か
ら
「
陰
陽
」
や

「
天
地
」
が
生
じ
る
こ
と
に
相
当
す
る
。
④
⑤
は
、
　
『
太
極
図
』
に
お
い

て
、
　
「
太
極
」
が
、
万
物
の
根
源
で
あ
り
生
成
変
化
を
起
こ
す
も
と
に
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な
っ
て
い
る
こ
と
に
当
た
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
　
『
易
』
の
「
神
」
は
「
太
極
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

「
太
極
」
か
ら
万
物
が
生
じ
る
と
い
う
『
太
極
図
』
の
生
成
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
そ
の
も
の
に
相
当
し
、
さ
ら
に
、
　
「
神
」
H
「
太
極
」
以
下
が
、

「
無
極
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
が
、
　
『
太
極
図
』
に
対
照
し

て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
視
覚
化
さ
れ
明
ら
か
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
、
家
行
は
、
遣
家
思
想
の
「
神
」
や
「
道
」
　
（
”
無
一
と
、

『
易
』
の
「
神
」
や
「
無
極
」
が
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
見
た
よ
テ
に
家
行
の
道
家
思
想
理
解
に
よ

れ
ば
、
　
「
道
」
は
万
物
を
貫
く
見
え
な
い
道
理
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
生
み
出
す
母
体
で
あ
る
。
　
「
神
」
は
、
　
「
道
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
、
　
「
無
」
　
（
H
遺
）
か
ら
生
じ
た
「
有
」
で
あ
り
、
　
「
道
」
に
寄
り
掛

か
り
な
が
ら
、
変
化
を
主
宰
す
る
。

　
「
道
」
　
（
1
1
無
）
が
「
神
」
　
一
変
化
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
）
を
支
え
る

と
い
う
道
家
思
想
は
、
　
『
易
』
や
『
太
極
図
』
に
お
い
て
、
　
「
無
極
」
が

「
太
極
1
1
神
」
以
下
を
基
礎
づ
け
て
い
る
構
造
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
道
（
無
）
一
　
一
↓
二
↓
三
↓
万
物
　
　
　
　
（
『
老
子
』
）

　
　
無
極
　
　
一
太
極
↓
陰
陽
↓
五
行
↓
男
女
↓
万
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『
太
極
図
』
一

家
行
は
、
　
『
易
』
と
道
家
を
基
本
的
に
同
じ
構
造
の
思
想
と
し
て
認
識
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
㈹
。

　
そ
れ
で
は
、
家
行
は
、
　
『
易
』
を
道
家
思
想
の
ひ
と
つ
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
考
え
、
　
『
易
』
に
、
道
家
に
は
な
い
独
自
の
思
想
的
意
義
を
見

出
し
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
　
『
易
』
を
、
流
行
と
し
て
取
り
入
れ
た

だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
家
行
が
、
度
会
行
忠
の
道
家
思
想
重

視
の
姿
勢
を
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
上
に
『
易
』
を
受
容
し
た
の
に
は
、

何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
検
討
し
て
み
よ
う
。
家
行

の
引
用
す
る
次
の
『
老
子
』
の
文
章
に
は
、
天
地
の
生
成
の
過
程
が
、
極

め
て
単
純
な
も
の
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
老
子
徳
経
日
。
道
生
レ
一
ヲ
。
　
（
遺
始
所
レ
生
者
一
也
。
）
一
生
レ

　
　
ニ
。
　
（
一
生
二
陰
輿
－
陽
也
。
一
二
生
レ
三
ヲ
。
　
（
陰
陽
生
二
和
清
濁

　
　
一
。
三
氣
分
為
二
天
地
人
一
也
。
一
三
牟
一
萬
物
一
。
　
一
天
地
人
共
生
二

　
　
萬
物
一
也
。
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
化
第
四
十
二
一
。

「
道
が
一
を
生
み
、
一
が
二
を
生
み
、
二
が
三
を
生
み
、
三
が
万
物
を
生

む
」
と
い
う
道
家
の
単
純
な
造
化
説
は
、
　
『
太
極
図
』
な
ど
の
『
易
』
を

べ
ー
ス
に
し
た
造
化
説
の
詳
細
な
記
述
に
は
及
ば
な
い
。
家
行
は
、
　
『
太

極
図
』
と
い
う
宋
学
的
な
『
易
』
解
釈
を
、
道
家
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し

い
学
問
的
刺
激
と
受
け
と
め
、
い
わ
ば
よ
り
「
科
学
的
」
な
も
の
と
認
識

し
た
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
家
行
は
、
　
『
易
』
に
、
天
地
生

成
論
や
構
造
論
に
つ
い
て
の
「
科
学
的
」
か
つ
最
新
の
学
説
と
い
う
意
義

を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
家
行
が
老
荘
だ
け
で
な
く
『
易
』
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
理
由
を
、
倫
理
思
想
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
初
期
伊
勢
神
道
一

特
に
度
会
行
忠
の
そ
れ
一
は
、
人
が
道
徳
的
に
な
す
べ
き
こ
と
と
し
て

「
正
直
」
お
よ
び
「
清
浄
」
の
実
践
を
主
張
し
、
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
実

践
に
正
当
性
を
付
与
す
る
も
の
が
「
道
」
と
い
う
超
越
的
根
源
的
存
在
者

で
あ
る
と
し
て
、
神
社
の
縁
起
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
神
道
説
の
中
に
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

な
倫
理
思
想
を
導
入
し
た
o
。
家
行
は
、
行
忠
の
思
想
を
継
承
し
て
、
．
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「
所
－
志
者
。
以
二
機
前
一
為
－
法
。
所
－
行
者
。
以
二
清
浄
一
為
・
先
。
」

（
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
神
道
玄
義
篇
」
）
と
述
べ
、
精
神
を
「
清
浄
」

に
す
る
こ
と
が
本
源
的
な
道
（
機
前
一
に
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張

し
、
　
「
機
前
」
を
「
法
」
、
す
な
わ
ち
万
物
の
存
在
の
根
拠
と
し
て
ば
か

り
で
は
な
く
、
道
徳
的
規
範
の
根
拠
と
考
え
た
。

　
道
家
思
想
と
『
易
』
は
、
家
行
に
お
け
る
倫
理
思
想
の
展
開
に
、
等
し

く
影
響
を
与
え
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
家
行
が
、
道
家
と

『
易
』
を
本
質
的
に
同
じ
構
造
の
思
想
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
が
、
そ
れ
は
天
地
の
構
造
や
生
成
に
関
す
る
議
論
に
関
し
て
で
あ

り
、
道
徳
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。
そ
も
そ

も
、
　
『
易
』
は
別
に
し
て
も
、
　
『
老
子
』
の
「
道
」
が
、
道
徳
の
根
拠
を

含
意
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
家
行
は
、
　
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
天
地
開
關
篇
」
に
お
い
て
、
　
「
道
」

を
道
徳
の
根
拠
と
す
る
『
易
』
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
上
繋
辞
日
。
神
無
レ
方
。
而
易
ハ
無
レ
髄
。
一
陰
ニ
モ
一
陽
．
幕
之
ヲ
謂
。

　
　
道
。
纏
タ
ル
レ
之
ヲ
者
善
ナ
リ
也
。
成
レ
之
ヲ
者
性
ナ
り
也
。
仁
者
ハ
見
一
ド
之

　
　
ヲ
謂
二
之
仁
ノ
。
智
者
ハ
見
テ
レ
之
ヲ
謂
二
之
智
ト
一
。
百
姓
日
ヒ
．
二
用
レ
ト

　
　
モ
而
不
レ
知
也
。
故
君
子
ノ
之
道
鮮
ス
ク
ナ
シ
実
。

　
　
こ
れ
に
付
け
ら
れ
た
「
王
注
」
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
前
略
一
能
纏
．
丁
二
神
道
一
而
成
二
愛
化
一
者
。
是
髄
セ
ル
ニ
善
ト
與
一
レ
性

　
　
者
也
。
神
道
無
膿
ニ
シ
テ
不
レ
可
レ
為
レ
名
ヲ
。
故
仁
ト
智
ト
各
是
見
テ
三
其

　
　
所
ヲ
ニ
感
通
一
而
名
。
之
。
焉
コ
．
二
享
而
不
レ
知
二
其
所
ヲ
；
由
。

こ
こ
で
は
、
天
の
道
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
が
人
問
の

善
で
あ
り
、
神
道
を
継
ぐ
も
の
が
善
を
体
現
し
て
い
る
と
説
か
れ
て
い

て
、
　
「
道
」
が
、
　
「
善
」
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
家
行
は
、
　
「
道
」
を
道
徳
の
根
拠
と
主
張
す
る
道
家
の
文
章
を

引
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
と
も
と
、
　
『
老
子
』
は
、
反
倫
理
も
し
く
は

道
徳
解
体
を
志
向
す
る
思
想
で
あ
る
。
　
『
老
子
』
は
、
　
「
道
可
レ
道
非
二

常
道
一
。
名
可
レ
名
非
二
常
名
一
。
」
　
（
磯
道
第
こ
岬
と
、
世
問
が
一

般
に
守
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
も
の
（
例
え
ば
「
仁
」
　
「
義
」
な
ど
一

は
、
恒
常
不
変
の
遣
で
は
な
い
と
宣
言
し
、
既
存
の
道
徳
を
疑
う
こ
と
に

始
ま
る
。
そ
し
て
、
　
「
為
二
無
為
一
、
事
二
無
事
一
、
味
二
無
味
一
。
」
　
（
恩

始
第
六
十
三
一
と
「
無
為
」
こ
そ
道
に
合
致
し
た
行
為
だ
と
述
べ
る
。
こ

れ
は
、
新
た
な
道
徳
の
構
築
と
い
う
よ
り
も
、
人
問
が
道
徳
に
従
う
こ
と

へ
の
不
信
の
表
明
で
あ
る
㈹
。
ま
た
、
　
「
道
者
萬
物
之
奥
、
善
人
之
實
、

不
善
人
之
所
レ
保
。
　
（
中
略
一
人
之
不
善
、
何
棄
之
有
。
」
　
（
為
道
第
六

十
二
）
か
ら
、
　
「
善
」
　
「
不
善
」
と
い
う
道
徳
の
判
断
基
準
は
、
　
「
道
」

の
前
で
は
無
意
味
で
あ
り
、
　
「
道
」
は
道
徳
の
根
拠
で
は
な
く
、
そ
れ
を

は
る
か
に
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
家
行
は
、
　
「
正
直
」
や
「
清
浄
」
を
日
常
生
活
の
規
範
と
し
て
、

「
道
」
　
↑
無
極
）
を
そ
の
根
拠
と
考
え
る
。
倫
理
思
想
の
展
開
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
『
老
子
』
は
、
こ
の
よ
う
な
家
行
の
倫
理
理
想
を
支
え

る
論
拠
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
字
宙
の
法
則
が
同
時
に
人
問
の
規
範
と

主
張
す
る
『
易
』
の
思
想
に
、
家
行
が
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
㈱
。

　
こ
こ
で
、
　
『
易
』
の
思
想
の
受
容
が
、
家
行
の
日
本
神
話
解
釈
に
及
ぼ

し
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
家
行
や
中
世
の
神
道
家
が
最
も
尊

重
す
る
日
本
神
話
の
天
地
開
開
説
は
、
　
『
日
本
書
紀
』
や
『
先
代
旧
事
本
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紀
』
の
そ
れ
で
あ
り
、
当
然
『
類
聚
神
祇
本
源
』
や
『
瑚
璃
集
』
に
も
引

用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
日
本
書
紀
日
。
古
天
地
未
L
割
。
陰
陽
不
L
分
。
澤
沌
如
二
鶏
子
一
。

　
　
漢
津
而
含
。
牙
。
及
二
其
清
陽
者
薄
廃
而
為
レ
天
。
重
濁
者
滝
滞
而
為

　
　
二
地
。
精
ニ
シ
テ
妙
ナ
ル
ヵ
之
合
ヘ
ル
ヵ
榑
易
ヤ
ス
ク
。
重
濁
之
疑
ハ
掲
リ
難
シ
。

　
　
故
二
天
先
成
而
地
後
定
ル
。
然
後
神
聖
生
二
其
中
一
焉
。
　
一
後
略
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
天
地
開
闇
篇
」
）

こ
の
記
述
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
潭
沌
（
天
地
未
剖
、
陰
陽
未
分
）
↓
清
陽
気
・
重
濁
気
↓
天
地
↓
神

　
　
聖

　
し
か
し
、
家
行
は
、
こ
の
従
来
の
日
本
の
天
地
開
閥
説
で
は
不
十
分
と

考
え
、
す
べ
て
の
始
原
と
さ
れ
る
「
澤
沌
」
よ
り
も
さ
ら
に
以
前
の
段
階

を
想
定
す
る
。

　
　
問
。
神
祇
古
典
以
二
天
地
開
闘
一
為
－
最
歎
。
其
上
無
二
子
細
一
乎
。

　
　
答
。
於
二
験
巻
一
者
。
載
二
本
文
一
難
レ
不
レ
及
二
輝
義
一
。
至
二
此
巻
一

　
　
者
。
就
二
問
答
一
專
可
レ
決
二
旨
蹄
一
也
。
編
作
更
無
二
私
曲
一
。
冥
璽

　
　
定
垂
玉
フ
ラ
ム
ニ
讃
知
一
。
神
祇
書
典
之
中
二
。
多
以
二
天
地
開
闘
一
雛
ト
モ

　
　
L
為
レ
最
。
神
道
ノ
門
風
以
レ
之
不
レ
為
レ
極
歎
。
所
レ
志
者
。
以
二
機

　
　
前
一
為
レ
法
。
所
レ
行
者
。
以
二
清
浄
一
為
レ
先
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
神
遺
玄
義
篇
」
）

家
行
は
、
　
「
澤
沌
」
以
前
の
こ
の
段
階
を
「
機
前
」
と
言
い
表
す
。
こ
れ

を
図
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
機
前
↓
潭
沌
一
天
地
未
剖
、
陰
陽
未
分
）
↓
清
陽
気
・
重
濁
気
↓
天

　
　
地
↓
神
聖

こ
れ
と
『
太
極
図
』
を
対
応
さ
せ
て
み
よ
う
。

　
　
無
極
一
太
極
↓
陰
陽
↓
五
行
↓
男
女
↓
万
物

両
者
を
比
べ
て
み
る
と
、
　
「
機
前
」
は
「
無
極
」
と
、
　
「
澤
沌
」
は
「
太

極
」
と
対
応
す
る
。
そ
し
て
「
澤
沌
」
お
よ
び
「
太
極
」
か
ら
万
物
が
生

み
出
さ
れ
、
　
「
無
極
」
と
「
機
前
」
が
そ
れ
以
下
の
存
在
の
根
拠
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
る
。
さ
ら
に
、
　
「
以
二
機
前
一
為
レ
法
。
所
レ
行
者
。
以

二
清
浄
一
為
レ
先
」
と
、
　
「
機
前
」
を
「
法
」
と
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て

「
清
浄
」
と
い
う
道
徳
的
に
正
し
い
行
為
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
論

じ
、
道
徳
的
規
範
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
　
「
機
前
」
の
概
念
に
は
、

『
易
』
に
お
け
る
宇
宙
論
が
倫
理
思
想
の
前
提
と
な
る
構
造
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
⑫
。

　
こ
の
よ
う
に
家
行
は
、
従
来
の
日
本
神
話
の
天
地
開
闘
説
に
は
、
　
「
無

極
」
　
一
遣
家
で
言
え
ば
無
）
に
相
当
す
る
も
の
が
欠
落
し
て
い
る
と
考

え
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
機
前
」
と
い
う
概
念
を
新
た
に
創
り
上
げ
た
と

推
測
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
家
行
は
、
従
来
伊
勢
神
遣
で
究
極
の
始
源
神
と
さ
れ
て
い
た

「
天
御
中
主
（
H
國
常
立
一
」
以
前
に
、
　
「
天
譲
日
國
弾
日
一
月
）
天
狭

霧
國
狭
霧
尊
一
過
去
七
佛
以
前
神
）
㈱
」
と
い
う
神
が
存
在
し
て
い
た
と

す
る
岬
。
　
「
天
譲
日
国
禅
月
」
の
創
造
も
ま
た
、
　
『
太
極
図
』
の
「
無

極
」
の
受
容
と
無
関
係
で
は
な
い
榊
。

結
語

度
会
家
行
は
、
　
『
易
』

と
そ
の
宋
学
的
解
釈
で
あ
る
『
太
極
図
』

か
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ら
、
　
「
太
極
↓
陰
陽
↓
五
行
↓
男
女
↓
万
物
」
へ
と
こ
の
宇
宙
が
発
展
し

た
と
い
う
生
成
論
と
、
　
「
無
極
」
が
「
太
極
H
神
」
以
下
を
基
礎
づ
け
て

い
る
と
い
う
構
造
論
を
学
ん
だ
。
家
行
に
お
い
て
、
　
「
一
↓
二
↓
三
↓
万

物
」
へ
と
い
う
道
家
の
生
成
論
、
お
よ
び
「
道
」
　
（
1
1
無
）
が
「
神
」

（
変
化
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
一
を
支
え
る
と
い
う
道
家
の
構
造
論
は
、

『
易
』
や
『
太
極
図
』
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
家
行
は
、
　
「
無
極
」
が
宇
宙
論
の
概
念
で
あ
る
と
同
時
に
道
徳
的

規
範
で
あ
る
こ
と
を
『
易
』
か
ら
学
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
点
が
、
家
行
が

『
易
』
に
見
出
し
た
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
日
本
神
話
解
釈
に
適
用

し
た
。

　
家
行
は
、
従
来
の
日
本
神
話
で
始
原
と
さ
れ
る
「
澤
沌
」
の
さ
ら
に
以

前
の
段
階
を
想
定
し
、
そ
れ
を
「
機
前
」
と
表
現
す
る
。
家
行
の
日
本
神

話
叙
述
に
お
け
る
天
地
生
成
の
過
程
を
図
に
す
れ
ば
「
機
前
↓
澤
沌
一
天

地
未
剖
、
陰
陽
未
分
一
↓
清
陽
気
・
重
濁
気
↓
天
地
↓
神
聖
」
と
な
り
、

『
太
極
図
』
の
「
無
極
一
太
極
↓
陰
陽
↓
五
行
↓
男
女
↓
万
物
」
と
対

応
さ
せ
て
み
る
と
、
　
「
機
前
」
は
「
無
極
」
と
、
　
「
澤
沌
」
は
「
太
極
」

と
対
応
し
、
　
『
太
極
図
』
の
「
太
極
」
に
あ
た
る
「
澤
沌
」
か
ら
万
物
が

生
み
出
さ
れ
、
　
『
太
極
図
』
の
「
無
極
」
に
あ
た
る
「
機
前
」
が
あ
ら
ゆ

る
存
在
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
家
行
は
、
　
『
太
極
図
』

の
宇
宙
論
に
基
づ
い
て
、
日
本
神
話
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
さ

ら
に
、
家
行
は
、
　
「
機
前
」
を
「
法
」
す
な
わ
ち
道
徳
的
規
範
と
し
て
扱

い
、
　
『
易
』
に
お
い
て
宇
宙
論
が
道
徳
論
の
前
提
と
な
る
と
い
う
構
造
を

日
本
神
話
解
釈
に
適
用
し
て
い
る
。
　
「
機
前
」
の
概
念
の
創
造
は
、

『
易
』
　
（
と
く
に
『
太
極
図
』
一
が
、
家
行
に
及
ぼ
し
た
顕
著
な
影
響
と

言
え
る
の
で
あ
る
。

注

↑
一
高
橋
美
由
紀
は
、
　
『
伊
勢
神
遭
の
成
立
と
展
開
』
　
（
大
明
堂
、
平
成

　
　
六
年
一
　
「
第
－
章
神
道
五
部
書
の
成
立
と
外
来
思
想
」
に
お
い

　
　
て
、
行
忠
の
道
家
思
想
受
容
の
実
態
を
詳
し
く
考
証
し
て
い
る
。
本

　
　
論
文
に
お
い
て
言
及
す
る
高
橋
の
見
解
は
、
す
べ
て
同
書
に
よ
る
。

一
2
）
「
（
前
略
）
此
の
書
一
類
聚
神
祇
本
源
）
に
は
典
拠
を
一
々
挙
げ
て

　
　
居
る
点
が
そ
の
特
徴
で
あ
つ
て
、
周
藻
渓
の
通
書
、
老
子
経
、
粛
吉

　
　
の
五
行
大
義
、
三
五
暦
記
、
准
南
子
等
の
支
那
の
経
書
及
び
緯
書
を

　
　
始
め
と
し
て
日
本
の
書
と
し
て
は
先
代
旧
事
本
紀
、
日
本
書
紀
、
天

　
　
地
麗
気
府
録
、
神
道
五
部
書
、
神
皇
実
録
、
其
の
他
仏
教
関
係
の
書

　
　
な
ど
も
多
く
引
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
之
は
此
書
の
著
者
の
極
め
て
博

　
　
学
で
あ
つ
た
事
を
示
す
と
同
時
に
、
此
の
神
道
説
が
甚
だ
雑
駁
な
る

　
　
寄
せ
集
め
も
の
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。
」
　
（
清
原
貞
雄
『
神
道
史
』

　
　
厚
生
閣
、
昭
和
七
年
、
二
一
六
－
二
一
七
頁
一

一
3
）
和
島
芳
男
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
増
補
版
』
　
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

　
　
六
三
年
）
、
一
七
九
－
一
八
O
頁
。

（
4
）
『
易
』
の
申
で
、
も
っ
と
も
深
い
哲
学
的
思
索
が
展
開
さ
れ
て
い
る

　
　
の
は
「
繋
辞
伝
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

　
　
い
る
た
め
、
こ
の
指
摘
は
不
当
で
あ
る
。

一
5
）
『
老
子
』
法
本
第
三
十
九
。
　
（
　
一
内
の
文
章
は
、
河
上
公
の
『
老

　
　
子
』
注
。
　
『
類
聚
神
祈
本
源
』
で
は
割
注
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
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論
文
で
は
一
）
内
に
記
し
た
。
　
『
大
神
宮
叢
書
度
會
神
道
大
成
前

　
　
篇
』
　
（
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
）
か
ら
引
用
し
た
。

一
6
一
『
老
子
』
道
化
第
四
十
二
。

一
7
）
『
老
子
述
義
』
に
つ
い
て
、
大
隅
和
雄
は
、
　
「
唐
の
人
、
買
大
隠
の

　
　
著
。
日
本
国
見
在
書
目
録
に
見
え
る
が
侠
書
。
老
列
荘
三
子
知
見
書

　
　
目
上
、
本
邦
残
存
典
籍
に
よ
る
輯
侠
資
料
集
成
等
に
よ
っ
て
日
本
で

　
　
広
く
参
照
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
」
　
（
日
本
思
想
大
系
1
9
『
中
世

　
　
神
道
論
』
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
、
に
収
め
ら
れ
た
『
類
聚

　
　
神
祇
本
源
』
の
頭
注
一
と
述
べ
て
い
る
。

（
8
一
『
老
子
』
無
為
第
二
十
九
。

（
9
一
『
荘
子
』
刻
意
第
十
五
の
末
尾
の
文
章
。

（
1
0
）
『
荘
子
』
繕
性
第
十
六
。

（
H
一
『
老
子
』
象
元
第
二
十
五
。
　
一
）
内
は
、
河
上
公
注
。

（
1
2
）
『
大
元
神
一
秘
書
』
は
、
長
い
問
、
著
者
不
明
で
あ
っ
た
が
、
高
橋

　
　
美
由
紀
が
行
忠
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
『
大
元
神

　
　
一
秘
書
』
は
、
　
『
大
神
宮
叢
書
度
會
神
道
大
成
前
篇
』
　
（
臨
川
書

　
　
店
、
昭
和
五
十
一
年
一
か
ら
引
用
し
た
。

一
1
0
一
A
の
『
老
子
』
の
引
用
は
、
正
確
に
は
次
の
よ
う
な
解
釈
さ
れ
な
く

　
　
て
は
な
ら
な
い
。
　
「
神
」
は
「
道
」
か
ら
生
み
だ
さ
れ
、
　
「
道
」
は

　
　
「
神
」
と
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
「
神
」
は
す
な
わ
ち

　
　
「
道
化
之
一
気
」
で
あ
る
か
ら
、
　
「
神
」
と
「
一
」
　
一
一
気
）
は
等

　
　
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
μ
）
高
橋
美
由
紀
は
、
度
会
行
忠
の
「
神
」
観
念
が
、
道
家
思
想
の

　
　
「
道
」
観
念
と
対
応
し
て
い
る
一
等
し
い
）
こ
と
を
指
摘
す
る
（
三

　
　
七
頁
一
。
し
か
し
、
　
『
大
元
神
一
秘
書
』
に
引
用
さ
れ
た
『
老
子
』

　
　
を
見
る
と
、
　
「
神
」
　
一
有
）
は
「
道
」
　
（
無
）
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

　
も
の
で
あ
り
、
　
「
神
」
と
「
道
」
は
関
連
し
て
は
い
る
が
別
の
も
の

　
　
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

（
1
5
一
日
本
思
想
大
系
『
中
世
神
道
論
』
所
収
の
『
類
聚
神
祇
本
源
』
の
頭

　
注
に
よ
る
。

一
1
6
一
周
癖
渓
も
、
遣
家
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

　
　
い
る
。
例
え
ば
、
武
内
義
雄
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　
　
周
子
の
思
想
は
易
と
中
庸
か
ら
出
て
い
て
、
図
説
と
通
書
と
は
易
と

　
　
中
庸
と
の
義
疏
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
そ
の
中
に
「
無
極
に
し

　
　
て
太
極
」
と
い
い
「
太
極
は
本
無
極
な
り
」
と
い
い
「
静
を
主
と
す

　
　
る
」
と
い
っ
た
の
は
儒
家
本
来
の
思
想
で
は
な
く
む
し
ろ
道
家
思
想

　
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
八
巻
思
想
史
篇
一
、
一
七
〇
頁
、
角
川
書

　
　
店
、
昭
和
五
三
年
一

一
〃
一
度
会
行
忠
の
倫
理
思
想
は
、
　
『
伊
勢
神
道
の
成
立
と
展
開
』
　
「
第
3

　
章
第
3
節
伊
勢
神
道
の
思
想
の
発
展
と
継
承
、
一
初
期
伊
勢
神
道

　
　
の
思
想
と
構
造
」
　
（
一
七
一
－
一
七
二
頁
）
で
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ

　
　
て
い
る
。
高
橋
は
、
初
期
の
伊
勢
神
道
の
「
正
直
」
が
、
世
俗
倫
理

　
　
と
し
て
の
心
の
あ
り
方
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
神
へ
の
清
ら
か
で

　
　
ひ
た
す
ら
な
る
心
と
い
う
側
面
を
強
く
も
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

　
　
て
い
る
。

一
1
8
）
以
下
の
『
老
子
』
　
「
膿
道
第
一
」
　
「
恩
始
第
六
十
三
」
　
「
為
道
第
六

　
　
十
二
」
の
文
章
は
、
　
『
類
聚
神
祇
本
源
』
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い

27



　
　
の
で
、
　
『
老
子
荘
子
上
』
　
一
新
釈
漢
文
大
系
7
、
明
治
書
院
、
昭
和

　
　
四
十
一
年
）
に
拠
っ
た
。
新
釈
漢
文
大
系
『
老
子
』
は
、
四
部
叢
刊

　
　
所
収
の
宋
版
河
上
公
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
家
行
は
河
上
公
本

　
　
『
老
子
』
を
参
照
し
て
い
る
た
め
、
河
上
公
本
を
用
い
る
こ
と
が
本

　
論
文
の
考
察
に
と
っ
て
は
適
切
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

（
1
9
）
『
老
子
』
に
お
け
る
反
禁
忌
の
主
張
1
「
天
下
多
二
忌
講
一
而
民
彌

　
　
貧
。
」
　
（
淳
風
第
五
十
七
一
－
も
、
　
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
禁
誠

　
　
篇
」
に
見
ら
れ
る
家
行
の
禁
忌
重
視
の
態
度
と
は
合
致
し
な
い
。

（
2
0
一
『
易
』
や
そ
の
他
の
儒
学
の
文
献
を
重
ん
じ
る
傾
向
は
、
家
行
の
思

　
　
想
を
継
承
し
な
が
ら
よ
り
積
極
的
に
世
俗
倫
理
や
政
治
を
論
じ
た
北

　
畠
親
房
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

（
2
1
）
家
行
は
、
　
『
類
聚
神
祇
本
源
』
　
「
神
道
玄
義
篇
」
で
、
道
徳
的
に
あ

　
　
る
べ
き
正
し
い
姿
勢
を
「
清
浄
」
と
表
現
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い

　
　
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
問
何
謂
二
清
浄
一
乎
。
答
其
品
非
L
或
以
二
正
直
一
為
二
清
浄
一
或
以

　
　
二
一
心
不
乱
一
為
二
清
浄
一
或
以
超
レ
生
出
－
死
為
二
清
浄
一
或
以
二
六

　
　
色
之
禁
法
一
為
二
潔
斎
之
初
門
一
者
也
。

　
　
す
な
わ
ち
、
　
「
清
浄
」
は
、
①
正
直
で
あ
る
こ
と
②
一
心
不
乱
③
生

　
　
死
を
超
え
る
こ
と
④
六
色
の
禁
法
、
を
指
す
。
こ
の
よ
う
に
「
機

　
　
前
」
は
「
法
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
規
範
と
し
て
行
う
べ
き
は
「
清

　
　
浄
」
と
さ
れ
て
い
て
、
　
「
機
前
」
が
宇
宙
論
に
と
ど
ま
る
概
念
で
は

　
　
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

（
2
2
）
『
瑚
璃
集
』
の
「
神
代
略
系
図
」
。
　
『
瑚
雅
集
』
は
、
　
『
大
神
宮
叢

　
書
度
會
神
遺
大
成
前
篇
』
　
（
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
一
に
収

　
録
さ
れ
て
い
る
。

一
2
3
一
高
橋
は
、
　
『
伊
勢
神
道
の
成
立
と
展
開
』
で
、
　
「
天
譲
日
国
譲
月
」

　
　
と
「
国
常
立
尊
H
天
御
中
主
」
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

　
　
一
八
十
五
頁
）
。

　
　
し
か
る
に
、
南
北
朝
期
の
伊
勢
神
道
の
大
成
者
と
い
わ
れ
る
度
会
家

　
行
の
『
瑚
捷
集
』
中
の
「
神
代
略
系
図
」
を
み
る
と
、
家
行
は
天
地

　
　
開
闘
の
始
原
の
神
が
天
譲
日
国
譲
月
皇
神
で
あ
り
、
こ
の
神
は
天
地

　
　
の
生
成
化
育
の
徳
の
本
源
、
い
わ
ば
本
体
で
あ
り
、
そ
の
徳
の
働

　
き
、
い
わ
ば
作
用
を
担
う
神
と
し
て
国
常
立
尊
と
天
御
中
主
神
を
位

　
　
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

一
2
4
一
家
行
の
『
瑚
鍵
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
神
代
略
系
図
」
は
、
　
「
太
極

　
　
図
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　
「
太
極

　
　
図
」
の
「
五
行
」
は
、
　
「
神
略
系
図
」
の
「
国
狭
槌
（
水
）
・
豊
勘
淳

　
　
一
火
一
・
泥
土
煮
沙
土
煮
一
木
）
・
大
戸
之
道
大
苫
邊
（
金
）
・
面
足
僅

　
根
一
土
一
」
に
相
当
す
る
。
「
太
極
図
」
・
の
「
乾
道
成
男
・
坤
道
成

　
　
女
」
は
、
　
「
神
代
略
系
図
」
に
お
い
て
「
伊
弊
諾
伊
弊
冊
」
に
相
当

　
　
す
る
。
足
利
術
述
は
、
　
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
　
（
日
本
古
典
全

　
集
刊
行
会
、
昭
和
七
年
、
一
八
一
－
一
八
三
頁
）
に
お
い
て
、
北
畠

　
親
房
の
日
本
神
話
理
解
と
『
太
極
図
』
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る

　
　
が
、
こ
の
指
摘
は
度
会
家
行
の
「
神
代
略
系
図
」
に
も
当
て
は
ま

　
　
る
。
よ
り
正
確
に
は
、
北
畠
親
房
が
、
家
行
を
踏
襲
し
た
と
考
え
る

　
　
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
し
も
か
わ
・
り
ょ
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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